
                         CS第３回学校運営協議会 議事録 

 

１ 期 日 平成２６年１２月３日（水）１８：３０～ 

 

２ 場 所 大和公民館 

 

３ 出席者 学校運営協議会委員１１名 

      教職員（田中教頭） 

   

４ 議事 

（１） 学校の現状について 

    大きな行事も、生徒がよく頑張って成功した。生徒は落ち着いた学校生活を送っ

ている。明日は、生徒会役員選挙がある。３年生は、来週、三者懇談もあり、卒業

後の進路に向けて最終段階である。 

大和駅伝、大和地域青少年健全育成大会、ハートフルデイと、地域の方にも大変

お世話になった。ありがとうございました。 

（２） コミュニティ・スクールの活動について 

「地域や保護者が楽しんで積極的に参加するコミュニティ・スクールにするには」 

というテーマで、２グループに分かれて、熟議を行った。 

 

       課 題         対 策 

〇学校からの情報発信が少ない。 

・学校のニーズが不明。 

・学校が地域に何を欲しているのかがよく

わからない。 

 ・学校の活動が、地域から見てよくわから

ない。 

・いつ、どこで、どんなボランティアが必要

なのかを公表する。 

・HP、たより等を使って、「学校が求めてい

るもの」を具体的に発信する。 

・学校公開、地域の行事で発表するなどして、

理解を求める。 

〇地域の関心が低い。 

 ・子どもの少ない地域がある。 

 ・中学校に対して、関心がない。 

 ・地域の方々のネットワークがない。 

・老人クラブの方に、CS の委員になってい

ただく。 

・授業参観をしたり、学校の実施するボラン

ティア活動に参加したりする。 

・顔の広い方（キーパーソン）が人と人との

つなぎ役をする。 

・学校行事と地域行事をコーディネートする

人が必要。 

・教室を開放し、交流サロンを設ける。 



 

【熟議の様子】 

〇行事への参加が少ない。 

・楽しんで参加できるイベントが少ない。 

・行事に参加しない保護者が多い。 

・共働きの家庭が多く、参加が少ない。 

・保護者や地域の人が気軽に参加できる場

がない。 

 

・保護者や地域住民が主となってイベント

（行事や活動）を企画する。運営は学校が主

となる。 

・学校行事に、地域の人を入れる（役割）. 

〇地域行事に生徒の参加が少ない。 

 

・地域行事に参加するよう、学校が働きかけ

る。 


